
 

 

 

〒181-0003 東京都三鷹市北野３－１－５  東三鷹学園三鷹市立北野小学校 校長 山根 まどか 

http://www.mitaka-schools.jp/kitano-es/ 
 

 

 

 

まう 

東三鷹学園の一員として 
校長 山根 まどか 

 
 本校は東三鷹学園の一員として、年間を通じて第一小学校、第六中学校の子どもたちと様々な交流を行ってい
ます。どのような交流を行っているか、ご存知ですか？お子さんが該当学年でないとどのような取組をしている
か、分からない方もいらっしゃることと思いますので、これまでに行ってきた交流活動についてご紹介いたしま
す。 
〇「小小交流」 
一小と北野小の６年生の子どもがレクリエーションをする等して交流し、楽しいひと時を過ごしました。 

〇「子ども熟議」 
一小と北野小の４年生以上の各クラスの代表と六中の各クラブの代表が、コミュニティ・スクール委員の方々

と共に、放課後の充実について意見を交わしました。 
〇「六中生徒によるボランティア活動」 
六中の生徒が運動会で大勢の運営補助をしてくれました。 

〇「中学校授業体験」 
６年生が六中で授業体験をさせていただきました。 

〇「展覧会」への六中生徒の作品出品 
先月行った展覧会においては、六中の１年生の生徒の作品を展示させていただきました。絵を見て、北野小学

校の子どもや保護者の皆さんは、「すごく上手だね。中学校になると、こんなにすてきな絵が描けるようになるん
だね。」等と感心して見入っていました。 
 そして、１１月２８日には、六中の２年生の生徒たちが、「ふれあい活動」として全学級に学習補助に入ってく
れました。北野小の子どもは、中学生のお兄さん、お姉さんにアドバイスをもらったり手伝ってもらったり、休
み時間に一緒に遊んでもらう等して、うれしいひと時を過ごすことができました。 
 この後も、１２月２日のもちつき大会において六中の生徒がボランティアで手伝いをしてくれます。 
また、３学期には、一小と北野小の５年生の子ども同士による「小小交流」、一小と北野小の４年生と六中３年生
による音楽交流（１０月に予定していましたが、学級閉鎖があり延期）、六中の１年生の生徒による「ふれあい活
動」を行う予定です。 
 このように、同じコミュニティ・スクール内の小中学校の児童生徒と交流する機会が充実しているのは、三鷹
市ならではの特色です。子どもたちは、すぐに仲良くなれるわけではありません。小小交流を行った際にも、は
じめは、互いにぎごちなくなかなか自分から話しかけられず、一緒に活動するのをためらっていましたが、活動
を進めていくにつれて次第に打ち解け、共に意見を言い合いながら笑顔で活動する姿が見られるようになりまし
た。また、中学生によるふれあい活動においても、遠慮している中学生の姿が見られましたが、教えてもらった
り休み時間に一緒に遊んだりしていくうちに打ち解け、積極的に関わり合うようになっていきました。子どもた
ちはこれらの活動から、まずは地域の同年代や身近な人たちと顔見知りになり、コミュニケーションを取る力を
身に付けます。 
 同じ地域に住む小中学生が互いに触れ合う機会をつくることにより、小学生は中学校へのあこがれや見通しを
もち、中学生は自己の成長を実感することができます。そして、これらの経験は将来中学校や地域において、地
域や社会をよりよくするために協働して取り組むことのできる人間力・社会力や、災害時において助け合う実践
力へとつながっていきます。今後も、同じ学校や地域の人たちと共に『当事者』として、自分たちの力で学校や
地域を創り上げていく力を育むために、子どもたちに働きかけていきます。 
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一小児童との小小交流  

 

 

 

三校児童・生徒 CS 

委員との子ども熟議 
六中生徒とのふれあい活動 



 
 

 

 
※学年の数字…授業時間数です。 
※みたか地域未来塾…学習の補充を行います。該当児童には担任から連絡をします。 
※GK（グリーンキーパー）…８：００～８：１０の間、校庭の見回りをします。 
※芝レンジャー…該当の学年や学級の児童が放課後、芝生に関する作業をします。 

 

 

１２月の生活指導目標 

【月 目 標】後片付けをしっかりしよう 

【言葉の目標】「おねがいします」「ありがとうございました」を使おう 

１２月の行事予定 

 

 

 

 


